
 

 

１．研究の目的 

ミツバチが好む香気成分を、代用花粉（ミツバチ飼料）に添

加してミツバチの嗜好性が増す製品を開発する研究をおこな

った。現在、ミツバチの飼育に用いるオリジナル代用花粉のプ

ロトタイプは出来ており、給餌実験を行っている。このオリ

ジナル代用花粉は市販の代用花粉よりも優れている(肥効実

験の結果)が、天然花粉よりもミツバチの食餌効率が劣る。そ

こで、天然の花粉荷（花粉団子）の香りに、ミツバチは反応

しているのではないかという仮説を立てた。花粉荷の香りを

調べ、ミツバチが好む香り成分を代用花粉に添加することで 

ミツバチの嗜好性を高めることができると考えた。 

 

2．研究方法 

① 飼育ミツバチより、ミツバチが巣に持ち帰る花粉荷を採取する。 

② 花粉荷の香気成分を分析する（花粉荷の由来植物を同定する）。 

③ 代用花粉荷に香りを添加し給餌実験を行い、ミツバチが好む香気成分  

を特定する。 

④ 香り成分を添加したオリジナル代用花粉を製造する。 

 

３．実施 

市販スペイン産花粉荷、採取花粉荷３サンプルの香気成分の分析を行った。 

①市販花粉（スペイン産）②採取花粉荷（９月 26 日・10 月 3 日・6 日採取）

③採取花粉荷（10 月 26・27 日採取）。④採取花粉荷（12 月 5 日採取）（⑤は

③を 30℃・4 日おいて分析）（⑥は④を 30℃・4 日おいて分析）。 

 

４．結 果 

 香気成分の分析については、表の結果となった。 花粉荷①（スペイン産花

粉）は乾燥処理後に市販されており、中・低程度の揮発（ミドル・ベースノー

ト）の香気成分を持っている。 花粉荷②は花粉荷採取後に、発酵が進んだ状

態で低分子の揮発性の高い香り成分（トップノート）が検出された。花粉荷③

は、セイタカアワダチソウの花粉荷が多く特有の香りを持つ。 

 

５．考 察（今後の予定） 

花粉荷の香りは、植物花粉が本来持っている成分によるものと、花に住み着

いている酵母（花酵母）等の花蜜の発酵により生じるものがあることが考えら 

れる。酵母による発酵臭については、特に注目して取り組んでいくことが必 

要である。花粉の持つ香りと、微生物の花蜜醗酵の際に生じる香りを組み合 

わせる事により、安定したミツバチ嗜好の香りが見つけたい。花粉に含有さ 

れる香り 15 種類を、ミツバチ嗜好実験に用いることにした。香気成分添加 

による、代用花粉のミツバチ嗜好実験はできていない。 

有機養蜂への挑戦３ －花粉荷の香気成分分析によるミツバチが好む香りの特定と利用－ 
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 オリジナル代用花粉の原料 
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